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第
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近
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と
経
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‐
‐
‐
‐
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‐
‐
，
，
‐
‐
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‐
‐
，
，
‐
，
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
，
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
・
九
一
一

。

第
一
章
水
軍
の
滅
亡
と
伊
予
八
藩
の
成
立
加
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
，
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
・
九
三

○
国
郡
制
度

第
二
節
海
上
勢
力
の
台
頭
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・

○
宮
崎
の
海
賊
○
純
友
の
乱
○
源
平
合
戦
の
こ
ろ

第
二
章
警
固
衆
沖
島
氏
の
活
躍
‐
‐
‐
，
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
・

第
一
節
警
固
衆
の
発
生
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・

○
蒙
古
合
戦
と
河
野
氏
の
復
活
○
警
固
衆
の
発
生
○
篠
塚
伊
賀
守
の
奮
戦

○
そ
れ
か
ら
の
伊
賀
守
○
篠
塚
伊
賀
守
の
名
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り

第
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節
警
固
衆
沖
島
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‐
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‐
‐
‐
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‐
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‐
‐
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‐
‐
‐
‐
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‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
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‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．
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沖
島
氏
の
台
頭
○
村
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と
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○
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島
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‐
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‐
‐
‐
‐
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，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
・

○
村
上
三
家
成
立
の
伝
承
○
村
上
信
清
の
伝
承

第
四
章
戦
国
の
乱
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と
島
氏
の
活
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‐
‐
‐
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‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
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‐
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‐
‐
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‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
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‐
‐
‐
‐
‐
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‐
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‐
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‐
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‐
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‐
‐
‐
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‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
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‐
‐
‐
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‐
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‐
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‐
‐
‐
‐
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○
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大
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係
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定
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○
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方
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の
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○
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事
法
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船
式
目
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○
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と
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税
○
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禄
以
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と
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の
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波

○
今
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藩
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久
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の
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刑
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節
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と
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‐
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‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
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○
村
人
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し
○
今
治
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の
漁
村
支
配
の
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す
○
漁
業
資
源
や
漁
民
の
保
護

○
漁
業
者
の
取
り
締
ま
り
○
漁
業
の
発
展
・
○
『
鯛
の
島
』
○
漁
場
紛
争
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章
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‐
‐
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‐
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‐
‐
‐
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‐
‐
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‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
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‐
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‐
‐
‐
‐
‐
、
一
三
四

○
島
の
檀
那
寺
道
福
寺
○
そ
の
他
の
寺
院
○
亀
居
八
幡
神
社
の
発
展

○
合
記
神
社
と
境
内
神
社
○
神
仏
の
混
仰
○
寺
小
屋
と
若
者
宿

○
明
治
維
新
と
廃
藩
置
県
○
大
小
区
制
と
戸
長
○
戸
籍
と
人
口
の
動
態
○
地
租
改
正

第
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節
村
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の
よ
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す
‐
‐
‐
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‐
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‐
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‐
‐
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‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
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‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
弧
‐
，
ｉ
附
‐
‐
‐
‐
・

○
弓
削
村
へ
の
合
併
と
分
離
独
立
○
村
政
の
よ
う
す
○
官
公
署
の
設
置

○
明
治
期
の
経
済
お
よ
び
村
財
政
・
・
』
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．
，
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．
”
・
・
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網
漁
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○
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紛
争
○
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漁
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島
の
開
拓
○
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業
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節
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○
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制
と
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育
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旭
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ら
魚
島
簡
易
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へ
○
魚
島
尋
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‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｊ
‐
ｊ
ｊ
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｊ
‐
‐
‐
．

第
一
節
・
鯛
の
飼
付
漁
業
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・

第
二
節
海
上
交
通
の
発
達
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・

○
海
上
交
通
の
発
達
○
発
動
機
船
○
定
期
（
郵
便
）
船

第
一
一
一
節
電
気
・
通
信
の
発
達
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
’
１
‐
‐
‐
・

○
高
井
神
灯
台
○
島
に
電
気
を

第
三
章
昭
和
前
期
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
Ｉ
‐
‐
‐
・

第
一
節
漁
業
の
発
展
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・

○
鯛
網
と
朝
鮮
出
漁
○
イ
ワ
シ
網
漁
業
○
打
瀬
網
漁
業
○
一
本
釣
漁
業
○
イ
カ
巣
・
漁
業

○
タ
コ
延
縄
○
桝
建
網
漁
○
石
繰
網
漁
業

第
一
節
三
家
の
桔
抗

○
石
山
合
戦
と
水
軍

○
来
島
の
伊
予
復
帰

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
，
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
；
：
．
‐
‐
‐
‐
．
：
：
；
；
．
‐
‐
‐
，
．
‐
・
；
‐
‐
・
；
，
．
‐
‐
；
：
：
；
．
‐
・
九
一
一
一

○
大
友
氏
と
の
決
別
○
来
島
の
野
望
○
分
裂
と
抗
争

五
四

八
一

’
六
○

七
五

八八

五五

４

四四四

九力，八

ロ
で

ア



‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．
．
‐
．
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・
；
‐
‐
‐
‐
‐
．
：
；
．
：
；
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．
：
：
．
‐
‐
‐
‐
‐
．
．
‐
‐
、
一
八
九

．
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．
．
‐
‐
．
．
‐
‐
‐
‐
‐
・
；
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
。
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
。
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
、
一
九
二

○
魚
島
実
業
補
習
学
校
○
魚
島
水
産
補
習
学
校
・
○
魚
島
青
年
学
校

‐
１
１
１
０
．
０
日
１
０
１
ｑ
“
１
０
“
１
０
－
Ⅱ
■
０
■
Ⅱ
■
一
日
■
０
日
０
９
－
■
■
｜
■
■
雪
■
■
二
■
。
●
■
①
Ｑ
■
｛
■
■
一
■
■
二
■
。
０
●
●
■
④
●
■
ザ
６
０
９
９
－
■
■
０
■
」
■
”
■
画
■
０
■
一
■
巳
一
■
■
一
■
■
一
■
■
■
■
■
■
■
一
■
■
■
０
－
■
■
■
０
二
■
■
一
口
■
宮
■
■
●
■
■
一
■
巳
二
■
ｐ
』
■
■
■
■
甲
・
■
■
｛
■
巳
二
■
Ｂ
一
■
■
■
、
一
■
ロ
ー
■
■
０
■
０
■
０
■
』
■
■
■
画
●
■
■
５
－
■
■
■
■
一
■
■
■
一
■
●
■

閥

魚
島
史
年
表

編
集
後
記

第
四
節
村
政
の
一
面
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・

第
五
節
暮
ら
し
の
民
俗
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・

第
六
節
産
業
の
よ
う
す
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‘
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
・

第
七
節
戦
争
と
郷
土
（
兵
事
）
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．

○
徴
兵
制
度
○
本
村
応
召
者
の
記
録
○
大
東
亜
戦
争

第
八
節
戦
中
・
戦
後
の
く
ら
し
（
社
会
）

○
日
華
事
変
の
は
じ
ま
り
○
太
平
洋
戦
争
と
郷
土
○
麦
の
供
出
○
物
の
供
出
○
終
戦
後

の
混
乱
○
戦
後
の
く
ら
し
○
江
ノ
島
の
開
墾
○
衣
料
品
の
配
給
○
農
地
改
革
○
流
星

楽
団
の
活
動
○
供
出
優
良
で
軍
政
部
よ
り
表
彰
○
戦
時
被
災
の
楓
栄
丸
浮
く

第
四
章
現
代
（
昭
和
後
期
～
平
成
）
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．

第
一
節
村
政
の
発
展
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
・

○
離
島
振
興
法
に
よ
る
生
活
生
産
改
善
○
新
庁
舎
建
築
○
離
島
セ
ン
タ
ー
の
建
設

第
二
節
流
通
機
織
の
変
化
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・

○
行
商
人
な
ど
○
流
通
機
織
の
変
化
○
渡
海
船
の
復
活
○
村
営
定
期
旅
客
航
路
の
増
便

第
三
節
漁
業
に
生
き
る
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・

○
戦
後
の
漁
業
○
「
護
る
漁
業
』
か
ら
「
つ
く
る
漁
業
」
へ
○
離
島
振
興
・
法
と
漁
港
整
備

○
戦
後
の
漁
場
紛
争
○
こ
れ
か
ら
の
魚
島
漁
業

第
四
節
農
業
の
変
遷
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．
二
三
二

○
終
戦
後
の
農
業
○
柑
橘
栽
培
の
夢
と
挫
折

第
五
節
教
育
の
発
展
，
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
’
二
三
五

○
魚
島
小
学
校
・
魚
島
中
学
校
○
学
校
給
食
○
修
学
旅
行
○
交
流
学
習

○
歴
代
校
長
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
一
覧

第
六
節
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
．
り
（
社
会
教
育
）
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
、
二
四
一

○
美
し
い
郷
土
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
○
過
疎
を
防
げ

第
七
節
交
通
の
発
達
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
Ⅲ
‐
・
二
四
五

○
海
上
交
通
の
発
達
○
渡
海
船
物
語
○
陸
上
交
通
の
発
達

第
八
節
電
気
・
通
信
の
発
達
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
、
二
四
八

○
電
気
の
導
入
○
通
信
の
発
達
○
魚
島
テ
レ
ビ
５
Ｃ
ｈ

第
九
節
水
資
源
の
確
保
を
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‘
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．
二
五
一

○
水
の
確
保
○
下
水
道
の
整
備

第
一
○
節
村
民
の
健
康
と
安
全
を
守
る
働
き
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
、
二
五
五

○
消
防
団
○
福
祉
行
政
の
展
開

第
一
一
節
こ
れ
か
ら
の
魚
島
村
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・
二
五
九

○
観
光
○
瀬
戸
の
楽
園
づ
く
り
を

第
二
節
戦
前
の
青
年
団

第
三
節
戦
前
の
教
育

○
大
正
時
代
の
教
育

○
魚
島
国
民
学
校

■
８
８
・
■
■
一
Ⅱ
■
■
■
■
０
ワ
ニ
■
■
●
０
（
■
。
●
■
●
《
ｒ
●
▲
９
０
９
■
一
■
■
■
画
■
０
■
』
■
。
■
■
甲
■
巳
二
官
●
一
■
。
▲
■
■
．
■
■
Ｇ
■
●
０
■
■
ｇ
０
－
ｒ
Ｕ
■
■
巳
一
■
①
《
ｒ
■
二
■
甲
言
■
■
▲
■
■
一
■
”
一
■
■
●
０
－
口
■
０
●
。
■
弓
一
口
■
０
６
－
日
■
｜
■
■
０
■
０
９
■
■
｜
■
９
－
■
■
■
０
●
０
■
Ｂ
二
■
写
己
■
■
一
■
”
■
０
－
■
■
｜
■
■
●
■
■
▲
■
■
二
■
■
■
■
■
二
■
■
二
■
■
｜
■
■
』
■
■
一
■
ｃ
二
■
■
●
■
■
一
■
巳
。

７ 松
９

,’

二
六
四

二
六
九

二
○
四

二
一

七

二

一

四

’
九
五

一
九
六

一
九
八

二
○
○


